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1 . 目 的 

このディスクは，コンパクト•ディスク•プレーヤーのオーディォ再生出力信 

号の諸特性の測定をはじめ，テープデッキ，アンプ，スピーカーなどの音響機器 

ゃ，室内音響の音場の諸特性など多様な測定用音源として利用できるよう作られ 

ています。 

このディスクの内容については，日本電子機械工業会オーディォ研究委員会お 

よび日本オーディォ協会測定技術委員会により，充分な検討が行われて決定され 

たものです。 

l注意l 
過大入力によって大切な機器やスピーカーを破損させないために，この説明 

書を使用前によく読んでください。特に，信号レベル設定には充分な注意が必 

要です。 

2 . 記 録 の 内 容 

このコンパクト.ディスクに記録してぁる信号の構成を表1に示します。 

4 図 i 
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ディスク上の記録パターンは，図1のとおりです 

3. 記録レベル 

このディスクでは16ビットで表される最大振幅をOdBとして，これを最大記 

録レべルとしています。 

レべルOdBの信号の再生には，過大入力によるスピーカーの破損などに充分注 

意してください。 

一般の信号のピーク.ファクターは20 dB程度になりますので'，このディスク 

では基準信号レベルを一20 dBとしております。ただし，ノィズ信号などでは実 

効値レベル一 20 d Bの信号でもピーク値が0 dBまで達すること力しばしばぁり 

ますので，充分に注意が必要です。特にスピーカー使用時にはくれぐれも注意し 

てください。 

4. 信号の性質と用途 

T N O 田 ー 昍 チ ャ ン ネ ル ‧ チ ェ ッ ク 用 信 号 

20 H z か ら 2 0 k H zまでの周波数範囲内で，オクターブ.バンド内のェネルギ 

一が一定となるような性質の雑音（ピンク.ノイズ）を記録したものです。16 

ビットで表される最大振幅を0 d Bとしたときにその実効値が一 2 0 d Bになる 

ように記録してぁります。 
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T N O Q ] ，图は L チャンネル， R チャンネルそれぞれ一方にのみ記録されて 

ぃるので，測定系や被測定系のチャンネル接続，動作レベル，チャンネル間ク 

ロ ス ト ー ク な ど の チ ェ ッ ク に 利 用 で き ま す 。 ， 

T N O [ S ， 3 ]はLチャンネル，Rチャンネルに同一ピンク• ノイズ力、それぞ 

れ正相ぉょび逆相に記録してぁり，位相チュックに利用できます。 

T N O 图 — f f l 1 k H z 正 弦 波 基 準 信 号 

コンピューター•シミュレーションで作られた 1 k H z正弦波を記録したもの 

です。原信号の精度はナイン9を確保してぁります。 

T N O [ I ] ， 图 は ， こ の l k H z 正 弦 波 が ピ 一 ク 値 ー 2 0 d B ' で L ま た は R の ー 方 

のチャンネルに記録してあります。L， R チャンネル測定系•被測定系の動作 

点の設定•チェック，チャンネル間クロストークのチェックに使用できます。 

T N O 囝 は ， L + R で 1 k H z 正弦波が記録してあり，図 2に示すように 1 0 秒 

ご と ー 2 0 d B ， ー 1 0 d B , O d Bとレベルが変化します。 

4 図 2 
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最大信号レベルの時に過大入力にならないように注意してください。 

T N O 图 — 關 2 0 H z ～ 2 0 k H z スポット正弦波信号 

スポット周波数信号で， 1 k H zを含んだ 1 / 3ォクターブ間隔の正弦波信号が 

L + Rピーク値 0 d Bで記録してぁります。これらの信号は零交差点で開始さ 

せ，零交差点で終了させてあり，周波数特性の測定，ひずみの測定などに利用 

できます。 

過大入力でスピーカーなどを破損しないように注意してください。 

T N O i l ̶ 回 2 0 H z ～ 2 0 k H z スイープ信号 

2 0 H z か ら 2 0 k H z までの正弦波のスイープ信号を L + R ピ 一 ク 値 ー 2 0 d B 

で記録してあります。 T N O H — 虹 は 全 带 域 を 5 0 秒 ， T N O S ～ 回 は 1 5 0 秒 で 

スイープします。 

なお，図3に示すように 1 k H z 正弦波を 3 秒間， 2 秒の休止時間をとってス 

ィ一プを開始しています。図4に l k H z マ一力一の開始点からの経過時間と周 

波数の閣係を示します。 

4 図 3 
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また， B & K のレベル.レコーダーを利用するときは，記録紙の 1 0 H z の 点 

に 1 k H z 開始点を設定すると， 2 0 Hzからのスイープ信号が記録紙上の周波数 

目盛りと一致します。この信号は，各種機器の周波数特性の測定に利用できま 

す。 

4 図 4 

T N O g l 4 Hz～125 Hzステップ信号（G5:蹈表2参照） 

図 5に示すように 1 0 0 H z 正 弦 波 を 3 秒 間 持 続 し ， 2 秒 休 止 の 後 ， 4 H z か ら 

1 2 5 H z まで 1 秒間に 1 H z ずつ増加するステツプ周波数正弦波信号を L + R ピ 

一ク値ー 2 0 dBで記録してあります。この信号は，ァンプなどの低域特性，ス 

ピーカーの低域特性，スピーカー.キャビネットやリスニングルームの低域で 

の特異な共振現象などの測定，チヱックに利用できます。スピーカー測定時は 

最大入力に注意してください。 
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A図5ステップ周波数（マ一カ一100Hz,4Hz—125Hz' - 2 0 d B ) 

T N O g S混変調（ I M )ひずみ測定用複合波信号 

S M P T E ( U 規 格 の I M 測 定 用 2 周 波 複 合 信 号 で ， 6 0 H z と 7 k H z の 正 弦 波 を 4 

: 1 の振幅の割合にした信号が L + R ピ ー ク 値 0 d B で記録しであります。 

( 1 ) S M P T E : Society of Motion Picture and Television Engineers 

T N O 0 混 変 調 （ I M ) ひ ず み 測 定 用 複 合 波 信 号 

1 4 k H z と 1 5 k H z の 正 弦 波 を ， 1 : 1 の 振 幅 の 割 合 に し た 信 号 が L + R ピ 

ーク値ー1 0 d Bで記録してぁります。 I M (ビート）を測定するのに利用します。 

ただし，この信号はトゥィ一ターを破損しやすいので過大入力には充分注意し 

てください。 

T N O 圆 ホ ヮ ィ ト • ノイズ信号 

2 0 H z か ら 2 0 k H z までの周波数範囲で， 1 H z 当たりのエネルギーが信号一 

定値.となるようなランダム• ノィズ信号（ホワイト• ノイズ）をL + R 実効値 

̶ 2 0 d Bで記録してあります。周波数幅一定の分解能をもつスぺクトラム•ァ 

ナラィザーによる各種周波数特性の測定や，ノィズを原信号とした各種測定用 

信号を作るのに利用できます。 

G ^ :蹈No. 0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 6 2 

6 



T N O g l ピ ン ク • ノイズ信号 

TNO [ I ]̶g]のピンク.ノィズと同ーのもので'，20 H z か ら 2 0 k H z までの周 

波数範囲のどのオクターブ'バンド幅をとっても，そのエネルギーが一定値と 

なるようなノィズがL + R 実 効 値 _ 2 0 d Bで記録してあります。これは，ォク 

ターブ•バンド幅の整数倍または整数分の 1 のパスバンド幅をもっフィルター 

での各種測定に便利です。また，ォクターブ•バンド'ノィズなどの測定用信号 

を作るのに利用できます。 

T N O図ウェイテッド• ノイズ信号 U S A S I 

図6にそのスペクトラムを示します。 U S A S I ②（現在め A N S I の前身）の規 

A 図 6 1 / 3 オ ク タ ー ブ . バ ン ド . ノ 、 ° ヮ 一 . ス ペ ク ト ラ ム 

E l A J R C - 7 6 0 3 

U S A S I 

U S A S I 

( 注 ） I E C P u b . 2 6 8 - 1 と E l A J R C 』 7 6 0 3 は 低 域 で は 等 し い 
O X SSI 



定（スタンダード S I • 4 による）によるウェイテッド'ノィズで L + R 実 効 

値 一 2 0 dBで記録してぁります。音声のスぺクトルに比較的近ぃスぺクトル分 

布をもっています。V U計などのレベル .メーターのチェックや，各種の伝送 

機器や系の動作状態のチヱックに実際の音声プログラム信号の代わりとして利 

用できます。 

(2) USASI : United States of America Standard Institute 

T N O g J ゥ ェ ィ テ ッ ド . ノ イ ズ 信 号 I E C P U B L に A T I O N 2 6 8 - 1 

図 6 に 示 す よ う な I E C ( 3 ) P U B L I C A T I O N 2 6 8 - 1 の 規 定 に よ る ウ ェ イ テ 

ッド• ノィズでぁり， L + R 実 効 値 一 2 0 d B で 記 録 し て あ り ま す 。 T N O 図 の 

ウェイテツド.ノィズょり音楽のスぺクトル分布に近ぃスぺクトルをもつ信号 

です。音声と音楽を含めたプログラム信号の代わりとして音響機器，伝送機器 

の動作のチェックに用います。 • 

(3) IEC :International ElectrotechnicalCommission 

T N O 园 ウ ェ イ テ ツ ド ‧ ノ イ ズ E I A J R C - 7 6 0 3 

図 6 に 示 し た E I A J ( 4 ) R C - 7 6 0 3 の規定によるウェイテッド• ノ イ ズ S N 

- 2 で す 。 L + R 実 効 値 ̶ 2 0 d B で 記 録 し て ぁ り ま す 。 T N O 0 の I E C 規 定 

のウェイテツド'ノィズょりもさらに高域の成分が増加しています。この信号 

は，スピーカー•システムの入力試験に用いるもので，試験法はE I A Jスピー 

̶ (5) 一 . 

カー•システム入力試験方法によって行います。またスピーカー..システムの 
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エイジングなどにも利用できます。 
(4) E1AJ : Electronic Industries Association of Japan 

(5) 1983.12.制定 

T N O 园 ー 圆 1 / 3 オ ク タ ー ブ . バ ン ド • ノイズ信号 

I E C P U B L I C A T I O N 2 2 5 の規定による 1 / 3 ォクターブ 'バンド幅フィル 

タ一（中心周波数2 0 , 2 5 ， 3 1 . 5 ， 4 0 ， 5 0 ， 6 3 , 8 0 ， 1 0 0 ， 1 2 5 ， 1 6 0 H z と そ の 

1 0 倍， 1 0 0 倍の周波数）でピンク• ノイズを抜き出したノイズ信号をL + R 実 

効 値 一 2 0 dBで記録してあります。この信号は，各バンド内のエネルギーが同 

じになっていて，室内音響での伝送特性，音圧分布，残響時間などの測定に利 

用できます。 

T N O 圆 2 0 0 H z ～ 8 0 0 H z バンド'ノィズ信号 

ピンク .ノィズの带域を 2 0 0 H z か ら 8 0 0 H z ま で に 制 限 し た 信 号 で ， L + R 

実効値一 2 0 d Bとなつています。聴感ゃ騒音計によるスピーカー•システムの 

能率の簡易比較測定に利用できます。 

T N O H 1 0 0 H z ～ 8 k H z バ ン ド . ノ ィ ズ 信 号 

ピンク.ノィズの带域を 1 0 0 H zカゝら 8 k H z ま で に 制 限 し た 信 号 で ， L + R 

実効値 — 2 0 d B と な っ て い ま す 。 I E C P U B L I C A T I O N 5 8 1 - 7 に 規 定 さ れ た 

スピーカーの特性パワー（C h a r a c t e r i s t i c P o w e r )を測定することや，平均音 

圧レベル特性を測定することに利用できます。また，スピーカー.システムの 

エイジングに利用できます。 
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T N O 蹈 1 k H z EIA
(6)
 (1HF)("規禾各ノく ̶ ストィ言号 

図 7に示すような E I A 規格にそったバースト信号です。この信号は l k H z 

正 弦 波 を ピ ー ク 値 O d B で 2 0 m s 持続させ，次にピーク値一 2 0 d B で 4 8 0 m s 

持続させる信号の繰り返しです。増幅器や電源の最大出力の測定や過渡応答の 

観測，ノイズ.リダクション•システム，レベル制御機器の動特性の測定，そ 

の他の過渡現象の測定にオシロスコープと併用して利用できます。 

(6) EIA : Electronic Industries Association (USA) (7) IHF : lnstはute of High Fidelity 

TNO隨 ，.8波 

T N O 圆 2 0 H z～ 1 1 . 0 2 5 k H zバースト信号（(1 5 :蹈表3参照） 

図8に示すような波形のバースト信号で，周波数は2 0， 2 5 ， 3 1 . 5 ， 4 0 , 5 0 ， 

6 3 ， 8 0 ， 1 0 0 ， 1 2 5 ， 1 6 0 ， 2 0 0 ， 2 5 0 ， 3 1 5 ， 4 0 0 ， 5 0 0 , 6 3 0 , 8 0 0 ， 1 k ， 1 . 2 5 k ， 

1 . 6 k ， 2 k ， 2 . 7 5 6 k ， 5 . 5 1 3 k , 1 1 . 0 2 5 k H z の 2 4 周 波 数 で す 。 各 8 波 の バ ー ス 

ト信号を 2秒周期で 2回繰り返して次の周波数に移る信号で，L + Rピーク値 

一 1 0 d Bで記録してあります。各種機器の過渡現象の観測に利用できます。 
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T N O 回 2 0 H z～ 1 1 . 0 2 5 k H zピップ波信号（蹈:蹈表3参照） 

図 9 に 示 す よ う に ， T N O圆のバースト波を 6 波とし，これにハミング窓を 

かけたもので，周波数も同一，L + Rピーク値ー 1 0 . d Bに記録してぁります。 

この信号は，そのェネルギーの4 O d B 低下するところが 1 / 3 ォクターブ幅にな 

り，各種機器の過渡現象の観測や，室内音響のェコー'タィム.パタ一ン，残 

響時間，D値（直接音成分対分散音成分の比）などの測定に利用できます。ま 

た，スピーカーの大人力時ひずみ測定にも利用できます。 

T N O圆レィズド •コサイン信号 

この信号は図IOに示すようなコサィン波の半振幅分だけ直流分をシフトした 

波形です。 
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1 0 0 H z 1 波 の あ と 9 波 分 休 止 す る 繰 り 返 し 信 号 で す 。 L + R ピ ー ク 値 — 1 0 

d Bで記録してあります。この信号は，波形の観測により，系の周波数特性や 

位相特性の推定ができます。 

T N O 國 — 國 イ ン パ ル ス 信 号 

図11に示すように，1サンプルのィンパルスのぁと2,047サンフ。ル休止する繰 

り返しの信号が， T N O國はL， TN O翻はRにピ一ク値0 d Bで記録してぁります。 

T N O H — 岡 

サンプル 
(約0.5ms) 時間（サンプル数） 

l図ll 

信号の反対チャンネルにば，約 0 . 5 m s先行したレベルー 2 0 d Bの同期パルス 

を入れてあります。 

T N O 11競技用ピストル音信号 

競技用ピストルの音を無響室内で収音した信号で，5秒間隔で6回繰り返し， 

12 

O d B 

—20犯 

El 

2,047サンプル 

1サンプル 1サンプル 1サンプル 

2,047サンプル 



L + R ピ一ク値 O d B ̶ ̶ 3 d B で記録してあります。この信号は，図 1 2に示 

すょぅなスぺクトルをもち，室内音響上の諸現象を聰感によりチェックするこ 

とができます。 

周 波 数 ( H z ) 

• H 1 2競技用火薬式ピストル音のスペクトル 
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測定場所：ソニー技研大無饗室 

日時：'83年8月20日午前，28.6て， 

競技用ビス卜ル一マィク間前方向約2 m 

マイクB & K 4133 

プリアンプB & K 2619 

スぺクトロメ一タ一B & K 2114 



T 表 ， 記 録 内 容 
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T N O 信 号 内 容 
レベル 
(dB) 

記録 
チャンネル 

固 

ピンク，ノイズ 

ピンク•ノイズ 

ピンク.ノイズ（正相） 

ピンク• ノイズ（逆相） 

-20 

一20 

一20 

一20 

し 

R 

L + R 

L 一 R 

5 

5 

5 

5 

2 

2 

2 

2 

图 

图 
1kHz正弦波 

1kHz正弦波 

1kHz正弦波 

一20 

—20 

—20,-10,0 

し 

R 

L + R 

120 

120 

10,10，10 

2 

2 

2 

图 

回 

5 1 

5 3 

E l . 

圆 

20 Hz正弦波 

25 Hz正弦波 

31.5 Hz正弦波 

40 Hz正弦波 

50 Hz正弦波 

63Hz正弦波 

80 Hz正弦波 

100 Hz正弦波 

125 Hz正弦波 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

L + R 

L + R 

L + R 

L + R 

し + R 

L + R 

L + R 

L + R' 

L + R 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 



T N O 信 号 内 容 
レベル 
(dB) 

言己達录 
チャンネル s簡(秒） 黠 ( 秒 ) 

回 160 Hz正弦波 0 L + R 10 2 

回 200 Hz正弦波 0 L + R 10 2 

回 250 Hz正弦波 0 L + R 10 2 

圆 315 Hz正弦波 0 L + R 10 2 

I D 400 Hz正弦波 0 L + R 10 2 

园 500 H z正弦波 0 L + R 10 2 

囫 630 Hz正弦波 0 L + R 10 2 

800 Hz正弦波 0 L + R 10 2 

囫 lkHz正弦波 0 L + R 10 2. 

圆 1.25 kHz正弦波 0 L + R 10 2 

圆 1.6 kHz正弦波 0 L + R 10 2 

囫 2.0 kHz正弦波 0 L + R 10 2 

囫 2.5 kHz正弦波 0 L + R - 10 2 

‧ 3.15 kHz正弦波 0 L + R 10 2 

回 4 kHz正弦波 0 L + R 10 2 

圆 5 kHz正弦波 0 L + R 10 2 

6.3 kHz正弦波 0 L + R 10 2 
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T N O 信 号 内 容 
レベル 
(dB) 

言己達录 
チャンネゾレ IS(秒） 5》少） 

図 

鹏 

圆 

國 

8 kHz正弦波 

10 kHz正弦波 

12.5 kHz正弦波 

16.0 kHz正弦波 

20 kHz正弦波 

0 

0 

0 

0 

0 

L + R 

L + R 

L + R 

L + R 

L + R 

10 

10 

10 

10 

10 

2 

2 

2 

2 

2 

画 1kHz, 20~20 kHz 
スイープ信号 

—20 し 5 + 50 2 

岡 1kHz, 20～20 kHz 

スィ一プ信号 
一20 R 5 + 50 2 

回 1kHz, 20̃20kHz 

スイープ信号 
_20 L + R 5 + 50 2 

圆 1-kHz, 20～20 kHz 

スイープ信号 
一20 し 15+150 2 

圆 1kHz， 20-20 kHz 

スイープ信号 
一20 R 15 +150 2 

回 1kHz, 20～20 kHz 

スイープ信号 
-20 L + R ほ+150 2 

16 



T N O 信 号 内 容 
レ.べル 
(dB) 

記録 
チャンネル 

, 秒 ） = ( 秒 ） 

蹈 

(01̶62) 

100 Hz，4～125 Hz 
ステツプ信号 

一20 L + R 5 +122 2 

蹈 
60 Hz : 7 kHz (4:1) 
2周波 

0 L + R 120 2 

回 
14 kHz :15kHz(l:1) 
2周波 

一10 L + R 120 2 

囫 
20～20 kHz 
ホワイト•ノイズ 

-20 L + R 120 2' 

圆 
20～20 kHz 
ピンク，ノイズ 

一20 L + R 120 2 

园 
ウェイテッド.ノイズ 

USASI (ANSI) 
—20 L + R 120 2 

回 
ウェイテッド.ノイズ 

IE C—268—1 
-20 L + R 120 2 

园 
ウェイテッド.ノイズ 
EIAJ RC-7603 

-20 L + R 120 2 

圆 ‧20 Hz1/3 octバンド.ノィズ —20 L + R 20 5 

圆 25Hzュ/3octバンド.ノィズ —20 L + R 20 5 

园 31.5Hz1/3 octバンド,ノィズ —20 L + R 20 5 

* E 5 : , 0 1 — 6 2は表 2に掲載 
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T N O 信 号 内 容 
レベル 
(dB) 

H己達录 
チャンネJレ 歸f(秒） 》 ) 

园 40Hzl/3octバンド'ノィズ 一20 L + R 20 5 

圆 50 Hzl/3octバンド.ノィズ 一20 L + R 15 5 

画 63 Hz1/3 octバンド'ノィズ 一20 L + R 15 5 

囫 80 Hz1/3 octバンド-ノィズ —20 し + R 15 5 

画 100 Hz1/3 octバンド.ノィズ _20 L + R 15 5 

回 125 Hz1/30rtバンド'ノィズ 一20 L + R 10 5 

圆 160 Hz1/3 octバンド'ノィズ -20 L + R 10 5 

200 Hz1/3 octバンド.ノィズ 一20 L + R 10 5 

囫 250 Hz1/3 oc tバンド.ノイズ 一20 L + R 10 5 

囫 315Hz1/3 octバンド.ノィズ '—20 L + R '':10 5 

國 400 Hz1/3 octバンド'ノィズ 一20 L + R 10 5 

圆 500 Hz1/3 octバンド'ノィズ 一20 L + R 10 5 

囫 630 Hz1/3 octバンド'ノィズ —20 L + R 10 5 

囫 800 Hz1/3 octバンド'ノィズ —20 L + R 10 5 

西 lkHz1/3 octバンドゾィズ —20 L + R 10 5 

回 1.25 kHz1/3 octバンド'ノィズ _20 L + R ' 10 5 

园 1.6 kHz1/3 octバンド'ノィズ 一20 L + R 10 5 
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T N O 信 号 内 容 
レベル 
(dB) 

B己金录 

チャンネル 歸 l ( 秒 ) 

园 2 kHz1/3 octバンドゾィズ 一20 し + .R 10 5 

四 2.5 kHz1/3 octバンドゾィズ _20 L + R 10 5 

园 3.15 kHz1/30Ctバンド'ノィズ 一20' L + R 10 5 

西 4 kHz1/3 octノ,ヽ 'ンドゾィズ _20 L + R 10 5 

回 5 kHz1/3 octバンド.ノィズ 一20 'L + R 10 5 

园 6.3 kHz1/3 octバンド'ノィズ 一20 L + R 10 5 

园 8 kHz1/3 octバンド'ノィズ —20 L + R 10 5 

國 10 kHz1/30ctバンド'ノィズ -20 L + R 10 5 

12.5 kHz1/30ctバンド.ノィズ 一20 し + R 10 5 

• 16 kHz1/3 octバンド.ノィズ ̶20 L + R 10 5 

國 200̃800 Hzバンド.ノイズ 一20 L + R 10 5 

回 
100～8kHzバンド'ノィズ 
IE C̶581-7 

一20 L + R 10 5 

囫 
lkHzバースト信号 
El A規格H ;20ms, L :480ms 

H : 0 
L : —20 

L + R 120 5 

國 

(0卜24) 

ノ、'ースト信号8波(2秒間隔で 
2回繰り返し） 
20 Hz ~11.025 kHz 

—10 L + R 144 5 

* 0 5 : , 0 1 — 2 4は表3に掲載, 
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T N O 信 号 内 容 
レベル 
(dB) 

B己達录 
チャンネル 

圆 
蹈 : , * 

(0ト24) 

ピップ信号 
6波ノ、ミング窓ゥェィティ 
ング。他は86に同じ 

一10 L + .R 144 5 

画 
レイズド'コサィン波 

100 Hz1波，休止9波 
一10 L + R 60 5 

國 

画 

インパルス信号 
1サンプル発振，2,047サ 
ンプル休止 
インパルス信号 
1サンプル発振，2,047サ 
ンプル休止 

0 

0 

し 

R 

60 

60 

5 

5 

虹 
競技用ピストル音 
6回発射，5秒間隔 

L + R 30 5 

*蹈 : S 3 01—24は表3に掲載。 

〔注 i〕 t a—回，,ー國はデジタル記録。 

〔注2〕 Y D D S - 2は，T N O 關 ~ 回 2 0 Hz～20 kHzのスイープ信号もコンピュータ一 

•シミュレーションで記録，YDDS-1ょりも精度が向上しました。また測 

定に便利なよう記録時間についても部分修正を加えています。 

2 0 

YDDS-2 
(July.1984) 



01 lOOHzマー力 22 44Hz， 45Hz ©:EE3 43 86Hz, 87Hz 
02 4Hz， 5Hz 23 46Hz， 47Hz 44 88Hz, 89Hz 
03 6Hz， 7Hz 24 48Hz, 49Hz 45 90Hz, 91Hz 

欧 S 3 04 8Hz， 9Hz 25 50Hz, 51Hz 46 92Hz, 93Hz 
05 则z，11Hz OS: HE) 26 52Hz， 53Hz 47 94Hz, 95Hz 

四1 SS3 06 12Hz,13Hz 27 54Hz, 55Hz OS: EE3 48 96Hz， 97Hz 
cs i 跑 07 14Hz,15Hz 28 56Hz， 57Hz o s : S 3 49 98Hz， 99Hz 

08 16Hz，17Hz os : S 3 29 58Hz， 59Hz 50 lOOHz，101Hz 
09 18Hz，19Hz 30 60Hz，61Hz 51 102Hz，103Hz 
10 20Hz, 21Hz 31 62Hz， 63Hz i s : . 52 104Hz，105Hz 
11 22Hz, 23Hz 32 64Hz， 65Hz O S1 5 1 3 53 106Hz，107Hz 
12 24Hz， 25Hz 051 H E 33 66Hz， 67Hz 54 108Hz，109Hz 
13 26Hz， 27Hz 34 68Hz， 69Hz 55 110Hz,111Hz 

05: S 3 14 28Hz， 29Hz (SIS3 35 70Hz， 71Hz 56 112Hz，113Hz 
15 30Hz， 31Hz 36 72Hz, 73Hz GO:EE3 57 114Hz，lほHz 
16 32Hz, 33Hz (SIS3 37 74Hz， 75Hz 58 116Hz ，117Hz' 

函：蹈 17 34Hz， 35Hz 38 76Hz， 77Hz 蹈：鹏 59 118Hz，119Hz 
配 s s 18 36Hz， 37Hz 昭 ： , 39 78Hz， 79Hz 60 120Hz，121Hz 

19 38Hz， 39Hz 40 80Hz, 81Hz OS: 513 61 122Hz，123Hz 
20 40Hz， 41Hz 41 82Hz， 83Hz 62 124Hz，125Hz 

配 S E 21 42Hz, 43Hz 42 84Hz, 85Hz 

T 表 3 TNO圆,闘—C5:EE3—覧 

CB:SS) o i 20 Hz ぉ:蹈09 125Hz 0 5 : , 1 7 800Hz 
困 : s s 02 25Hz o s : 國 i o 160Hz Q E : , 1 8 lk Hz 
05:S3 03 31.5Hz 200Hz GSZSS)19 1.25kHz 
C5:HS) 04 糊 z 12 250Hz o s : s s 20 1.6kHz 

05 50 Hz 13 315Hz 05:EE3 21 2 kHz 
G5:蹈06 63Hz o s : a 3 1 4 400Hz 2.756kHz 
困:蹈07 80 Hz 500Hz 23 5.513kHz 
困:翻08 lOOHz o s : , 1 6 630Hz 11.025kHz 



コンノ、。クト.テ'ィスクは、i見f弋の最 

5fe^を行くディジ夕ゾi4^i軒をレコ一 

ドの世界に生かした画期的な'l魅巨を 

ネ寺っ新しぃォ一テVォ'システムで 

す。音質は非常に忠実度が高く 、 ^ 

は殆どなく、澄んだ迫力のある音を 

楽しむ事ができます。それは記害稱 

生 の : ^ カ ^ ^ の ァ ナ ロ グ : ^ t と は 

全く異つているからです。 

: ^のレコ一ドは音のま鍋そのま 

まを直接 溝に刻み込んでいました。 

しかしC.D.では音對言号を微細に分 

解し、それをコンピューター等てィ吏う 

す转に置きかえて言己録します。音は 

^ ^辰動の波ですが、それをマイク 

等て^ ;信号の波にかぇます。その 

波を一秒f《に44,IOOに分解し、その 

ひとつひとつの大きさを約65 , 0 0 0 

のl邻皆で 表わします。この様にする 

と音楽信号はすベて数字で言レ、表わ 

せる事になります。その数字を0か 

Iだけの2進法に置きかぇて、ディ 

スク M 5に 1言号のぁるなしを kゎす 

ノ、'ルスす转として記録します。これ 

が P C M方式です。この様に細かく 

分解しますと、人間の耳では全く分 

解した事は-敷口できません。美しい 

カラー鎮を显第臓て'見ますと、糸田 

かい点からなり立っているのと同じ 

です。再生には針を使わずに細いレ 

ーザ一光線をぁてて^を読みとり、 

再び 元の波形を組み立てる訳です。 

従って再生時はディスクの表面に全 

くき瞎触なので、そのf^は半フkX 

的とも言えます。この様にディジタ 

ル方式ですと実際に言己録されるのは 

あるかないかの符号だけですので、 

たとぇ言己達薪拷カく至んだりしてもぁ 

るなしだけ判別できれば、全く影響 

なく ̂ rな元の音カ嗜且み立てられま 

す。っまり言己録再生時の音に対する 

影響が大変に少なく 、マスタ一•テ 

ープそのままの音が忠実に再生され 

ます。 

このG.D.はプロ用ディジタル害措 

システムとほほ伺等の素晴らしいま 見 

格を持っています。言己塞剥言号はI6ピ 

ットで、音の大4 H7D幅を表わすダイ 

ナミック•レンジは90d已1U上とマ魏 

より大itlに広がりました。ホ一ルで 

きく生の才一ケストラは約IOOd已程 

とし、いますから、ほぼ 生に近い迫力 

を再生できる事になります。もちろ 

んピチノヽ°チと言った針による赔は 

全くぁりませんし、S N比は麟ょり 

著しく f ^ h、きは殆どきこえませ 

ん。音のュレを生じるヮゥ'フラッ夕 

ッ夕一(回転ムラ等）は測定できない 

禾li^,j: く ,ぷりましナこ。':fe&の音カぐ混 

じりあってしまうクロス‧ト一クは 

>全くと言っていい禾呈ありません。そ 

して音を汚す歪もきょり一析少な 

ぃ0 . 0 5 %以下となり戏に澄んだ美 

しい音か 再生できる様になりました。 

二のディスクの信号面はィ辯膜に 

おおわれており直^fから触れる事 

はできません力く、レ一べルの^^i則 

の光った面からレーザ一3B泉を当て 

て、 Mを読みとりますので、その面 

に汚れや傷をなるべくつけない様ご 

-;も意下さぃ。もし汚れがついてしま 

つた*始は柔ら力、し布て楚く拭きと 

つて下さい。油等しつこい汚れの場 

合はエチルアルコールて哲きますと 

きれいにとれます。OT5カく濡れてぃ 

るi始は乾いた布て贫いて下さい。 

《 a の L P用スプレーやクリ一ナ一 

はご使用にならなレヽで下さい。 


